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カースト制度は、バフン（Bahun / Brahman, 僧侶階級）・チェットリ（Chhetri, 武士階級）を頂
点に社会と国民を2,000～3,000にも細分化するもので、後にジャン＝バハドゥル＝ラナ（Jung 








ヤクシャ＝マッラ王（King Yaksha Malla）の死後、盆地はカトマンズ（Kathmandu, 旧名：カン
ティプル）、バクタプル（Bhaktapur, 旧名：バドガオン）、ラリトプル（Lalitpur, 旧名：パタン）
に分割され、弱体化を余儀なくされていった。しかしバクタプルのジャヤ＝ランジット＝マッ
ラー王（King Jaya Ranjit Malla）やカトマンズのジャヤ＝プラカッシュ＝マッラ王（King Jaya 
Prakash Malla）は《良心の自由令》（Decree of Liberty of Conscience）を発布して宣教師たちの
生活と宣教を手厚く保護したため、ネパールのキリスト教の将来は明るく見えた。 




なった。また英国東インド会社との国境紛争後に結ばれた英ネ和親条約（Treaty of Sugauli, 
1816）は、英国人を除く外国人の入国を禁じ、排外政策を補強することになった。このように
シャー王朝の排外政策は、1846 年にジャン＝バハドゥル＝ラナ将軍（General Jung Bahadur 
Rana）がクーデターによって権力を握ったラナ家専制政治（Rana oligarchy, 1846～1951）にお





















ルを利用し始めている。まず1579年、ムガル帝国皇帝アクバル（the Great Mogul Akbar）の招
待を受けたイエズス会士たち（Jesuit）が北インドに滞在したことをきっかけに、チベット＝ミ
ッション（Tibetan Mission）を組織し、ネパールをラサへ至る交通路として使い始めた。次に

























































 1769年、西方のゴルカ王国（Gorkha Kingdom）のプリトゥヴィ＝ナラヤン＝シャー王（King 
Prithvi Narayan Shah）が、カトマンズ盆地の諸国を攻撃、マッラ王朝を征服した。この時キリ



































 国境紛争に端を発した英ネ戦争（Anglo-Nepalese War, 1814-1815）はこの政策を補強すること
になった。英軍に対するネパールの抵抗はネパールの独立を守り、インドの尊敬を得る結果と






























スタート師（Rev. Start）は 1852 年、カルカッタで聖書の一部をネパール語に翻訳して印刷、
ニーベル師（Rev. Niebel）が 1865 年までこれを引き継いだ。ページ師（Rev. J.C. Page）は
1871~1876年の間、ダージリンで書店を経営、ネパール人の福音宣教に尽力した。 
 しかし、ダージリンにおけるネパール人教会の本当の始まりは、スコットランド教会（Church 
of Scotland）のウイリアム＝マクファーレン師（Rev. William Macfarlane）の先駆的な努力に負
っている。彼は 1868 年、ミッションの開拓調査のためにダージリンに赴いた。ダージリンは
すでに郡政府のある重要な地域になり、人口はネパール人が大多数を占め、ネパール語が混成





































Prithvi Narayan Shah）の宮廷言語であったため、ネパール国家の混成共通語（lingua franca）と
なり、彼もこれを推進した。と言っても、1950年までの鎖国政策や教育制度のない体制下での
識字率は10 %以下であった。 








ラサッド＝プラダン（Ganga Prasad Pradhan）が、聖書翻訳に尽力した。 
 1852年までに、英国国教会のスタート師（Rev. Start）が「ルカ」（Luke）と「使徒行伝」（Acts 
of the Apostles）を翻訳し、カルカッタで印刷した。1861年には、ニーベル師（Rev. Niebel）が
これらの改訂版を発行した。 

















 1914 年、ネパール語版の新旧約聖書が出版され、旧約聖書の初版は 4,500 部が印刷された。
















































































はラナ家を打倒する計画を樹て、王宮に幽閉されているトリブヴァン王（King Tribhuvan Vir 








（satyagraha : 無抵抗運動）が広がった。1923 年、英ネ和親条約が廃止されて英国がインドを
退くと、更なる一撃がラナ家に与えられた。ラナ家は自力で立たなければならなくなり、新し
いインド政府とネパール＝コングレスによって、内外から改革を迫られた。 













次々とやって来た。宣教師たちは政府（HMG : His Majesty’s Kingdom）が課せた改宗禁止の特
別法を受け入れ、開発援助の役割に甘んじることになった。 
 しかし、この 10 年の内に、カトマンズ（Kathmandu）、ポカラ（Pokhara）、ネパールガンジ
（Nepalganji）の３か所が教会発展の中心地となり、生まれたばかりの教会が殆ど同時に成長
し始めた。カトマンズにおける２つのネパール人集会は数年の内に、分かれて３つになった。
ティル＝バハドゥル＝デワン牧師（Pastor Tir Bahadur Dewan）のバクタプル集会、インド人が
指導するジュッダ＝サダック集会（Juddha Sadak Fellowship, 後のプターリ＝サダック教会）、





っと後になるまで成長しなかった。1957 年にはインドの全国宣教協会（National Missionary 
Society）のマタイ家の人 （々the Mathais）がブトワールに入り、ショバ書店（Shobha Book Stall）




















 この 10 年の間に、教会はミッションの影響からますます独立していった。特に都市におい
てはそうであった。福音伝道のダイナミックな拡大もあった。成長過程にあるいくつかの小さ












哨基地を設けた。カトマンズでも、1962 年にプタリ＝サダック（Putali Sadak）に、1969 年に
ギャネシュワール（Gyaneshwar）に、それぞれ教会が建てられた。首都圏では更にもう２つの









 この 10 年の間には、キリスト教諸団体も新しく入り始めた。1966年には夏期語学研究所
（Summer Institute of Linguistics）が、1967にはキリスト青年会（Youth for Christ）が、1968年
アジア・キリスト教・多元性 
 162
には作戦動員団（Operational Mobilization）が、1969年には聖書協会委員会（Bible Society 
Committee）が、それぞれ設立されたが、いずれも 1970 年代～1980 年代まで成長しなかった。
また、極東放送局（Far East Broadcasting company）がネパール語のラジオ放送を始め、ゴスペ
ル＝レコーディングズ（Gospel Recordings）は８つの言語で録音事業を興した。 
 ダージリンでは、ネパール語のキリスト教文書を作成していた者たちが、ネパール語キリス
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（資料４）MEMBER BODIES OF THE UNlTED MISSION TO NEPAL (April 1979)  
American Lutheran Church  
Assemblies of God (USA) 
Baptist Missionary Society (UK)  
Bible and Medical Missionary Fellowship (International)  
Christian Church (Disciples) (USA)  
Church Missionary Society of Australia  
Church Missionary Society of UK  
Church of North India  
Committee for Service Overseas of the Protestant Churches of Germany  
Darjeeling Diocesan Council of CNI and Church of Scotland  
Finnish Missionary Society 
Free Church of Finland  
Gossner Mission (Germany)  
Japan Overseas Cooperative Service  
Leprosy Mission (Associate Member) (UK)  
Lutheran Church of America  
Mennonite Board of Missions (USA)  
Mennonite Central Committee (USA)  
Methodist Church (UK)   
Orebro Mission (Sweden)  
Presbyterian Church in Canada  
Presbyterian Church in Leland  
Regions Beyond Missionary Union (International)  
Swedish Free Mission  
Swiss Friends for India and Nepal  
United Church of Canada  
United Methodist Church (USA)  
United Presbyterian Church (USA)  
Wesleyan Church of America  
World Concern (USA)  
World Mission Prayer League, Norway  
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